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NoreliabledatahasyetbeellPresentedon

theincTiea占e"oftheresistan-ceofthehuEnat7 -

LmdylouseforthE>insecticides!

rlnthe.presentstudyused a-~S!rain'ofthe
licecollected,from-uenoinTokyoandhave

been-bredinourllaboIatory･Theadult'll'ce
､vcre'exp_osed-ontheresiduesofvariousamor･

lZntS･OL♪h'-DDTaddγ-BHCappliedtofilterべ

J'aPerinapetridish(9chindiameter).The

(lcsircdresidueswereobtainedPy'dilutingthe一＼
insccticidcinacetone･Aftertheexp0号ureOf
24hoilTStheliceweretransferredtoa･clean

Eiltcrpaper,andfedwithhumanblpod■tlVice Ii
intllCSucceeding24hours,then'thenor_tality~.
waSCL･amined. ,

1･:J'Omthesedatatheregressionofprobit

mo一t.llitvonlog-dosagewascomputed,andー-

thc(Iosagercquircdtoproduce50percentmor'

tallt)･(LD-50) wasobtainedasabasisfor

eonlPILrisonofresistance.

'1'hc.tcsHicewereexposedtoseveraldosages

such astoglVe more than-50 per､cenLt･

rnoTtality,andthrice thesimilarteratment .
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tvasrepea苦edbineac.hgeneratiorlontheprog-
enyofthesurvivors.Bythe3rdgeneration

theliceshowedmuchgreaterresistancethan'･It
theregu一arcolonyth.athad.neverbeenexpos-.

edtoibiscompo.lnd..TheLDl5Owas1792mg./

forthefemaleand1897mg･/for.themaleJot

theresistantColony,whereas30･93mg･and27.I

34mg･forth9regularcolony･-an indication
thattheresistantcolony could endure57･.9

to69.4-timesas'muぐh二DDTAstheregular

colony.TheLD-50∵forthefemaleoftheDDT-1
resiLitaptoclonyexposedtoγ-BHC was3･15/･

timestllatOftheregularcolony. メ
ーA similarco甲Parisoninγ-IiHCwasmade

b号tWeentheliceoftheregularcolony.andthe
I

experimentalI3Ⅰ王C-resistantcolonythathas

bleendevelopedexper享mentallyduringthepast
twogenez･ations.TheLD-5Owas′0.U1535mg.

forthefemaleand0.0106mg.forthemaleof

theresistantcolonyIW'hcreasO･006131mg.and
0.004242nlg.fortheregularcolony･TheI3HC- t

resistantcolonyshowed2･26to2･5times,as

much■increasedresistanceastheregul;lrCol

Ony･
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･BHC各異性体の組招内分布と蓄積性及び排姫性に
I

朗て い･DavidolVand_J･P･･Frawley:Proc･

Soc･EL･ptl.Biol.Med･,76,780(1951)i
ヽluICが境等或は撒粉した後も可成長期間その効果

･を拍鰍卜る恥も 甲 Cが農業用殺虫剤として極めて
.松方な性Ttの一つであるが,-A-両このために BHC
が附177している先物を食べると詔作用を及ぼす危険が

iLf_じてくる｡ そこで JiHC の急性と慢性の出iii作用
を1描朋するために本突放を行った｡ し今迄に一回の燕刑

の超口授与による創生i'ru'=作用は･γ,_a,8･β 体̀の収に
窃くなる輔が知られて居るが慢性毒作月ゆ 実験ではI
β体が最も毒性強く,次いでα,㍗,8･体のIE折である串
が判明したOこの現象を解明す争たわに..BHC の組

織内分布と.軽々の異性体を含有する食餌を与えた後

の各異性体の蓄践性及び食餌からBHCを除去した後

･の各典性体の脂肪厨からの排粧性に就いて宍放した｡

輸､γ体は主として脂肪暦に蓄出され石和ま己に当研

究墓から発表したO

試殴方法 .･この研究に使用した鼠は Osblorne一

･̂'Tehdel系のもので,少丘の玉句末油に野解したBH,CJ
44

各只性体を加えた食餌で.飼育した｡ BH_Cの分析は

Davidowand_Woodard.の紫外映スペクトル法に

より,BHC を 1,2,4-trichlorobenzeneに変化さ

､しその吸収スペクトルにより定放した｡光づrlHCの

組損的分布を調･iるため鼠を,α,γ.B 各98･性体は

8UOp･p･m"､β体は100p･p̀m.を合有する食餌で約
20ケ月間飼育した後,之を殺してその組織を分析したO

犬は体重11-16kgのものを用い,二a仙土5%,γ休
,㌔(羊2%,.又 8触 ま1036を含む正司要地のゼラチ㌢

キャプセルを与え;P体注油に浴け軌 ､ためO.2%の割＼

合で食餌に況入し琉 犬に対する各虫性休の投与丑は

大体同程好ゐ毒性を示す珠に加班L,1=｡甜 生の研兜∫

には体重 140-200gの鼠を用いBIiC各展性体を夫

･{100p･p･m･含有する朱印を与え各会鍬ごついて
2週間毎に,雌雄各2世づ しめ鼠を投じてその脚部脂

堺暦を分析した｡二又排壮性の研究には体重.50-80g･ノ′
の鼠を月九･,.BHCの蓄抗丘が最大となる6辺ヨrulゐruJ,
各虫性体を100p.p.m.含む食餌を与え;その筏力lIC

由 布せぬ食餌にき りかえた｡ 調査には唯堆12匹

づ のゝ良を6週間の肝癌期間後に殺し'その後1週間母
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一に同数の鼠を殺しその脱部脂肪紗IIの ruIC.を分析
した｡

- 拭放結果 :若LlHICが紬軌Xrc･1'2,4-trichloro-.
ben:zene に分解して黙税されているなれば, 釦約

の-キサン紺I偶 はその!.ゝ で l･2･4-trichlorol

T)enzeneの特1J'な吸収rLllh'tを･/-J'dlt,fi:であるが,実際は
lそうでなくて,∫-キサン満液をアルカリと煎沸した後

初めて1,2,4･trichlorobenzeneの吸収曲税を表すから,

令兄性仙ま変化せずそのま 脂ゝ肪組級に番田されてい

･る印が分った｡

細胸内分布 :各食餌について2′匹の唯鼠の組粒を分

析すると′BHC が蚊も多丑にも琉されて†･るのは脂
肪組織であ･り両部,腎臓,肝臓及筋肉内にもBHCの

存在が認められるが之は掠めて少訳であるo又犬の粗

相 こついても._その脂肪組級に一番多く黙約されてい
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た｡a及びβ休は少故ではあるが肝防 腎臓及び副腎.

に番田され,一方 γ仙 ま腎脱と川野に斑らか苔統さ

れていたが 年休は犬の肝的及び別冊 こは全く存在し

なかった｡

榔 仕:rmCを含む食餌で飼育した鼠の脂肪阻校

を分析すると令兄性作によE)その港税nj:に大きな和露

がある邦が判明した｡即ち,｢β体以外の希典性作の鞘r_,
一班丑は4-6週rLi】で大体一定になりその後は諮銃先は .

殆んF聯加しないが P体丈は聯加を示すgf･tt注意す
.･可き考tであろう｡-

h~ 排壮性:JmCを含む食餌で飼育｡i:鼠の陰部脂肪
一 層の分析から,細かにα,･γ及び6帆 ま急速に排渡され
･､るが P 体は長く田存する和 判明じた. P体を柄I
収した唯鼠は普通の允許にきらかえた後14週問題ても

約 40p.p.血.程度田存していた｡(中島 稔).
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投 稿
l

稲 井 ■者

武居 三 吉,内田位郎,大野 稔,中島 稔

高野武之助,河野達郎,長野約九 周 田昌之

内,･ 規

防虫科学に関する研究邦文なれば誰でも投稿Lu来る｡

- LqL原稿の取捨は柏瑞金談で決める.叉原稿中の字句

につい{'は加除修正.を行うことがある〇 ･-

和文托邦文叉は欧文とし邦文には欧文の文欧文には邦

文の要約を添える｡欧文はタイプライター佐和の軌

災乳 濁薪名及びWr属研究機関名執i邦文欧文両者を ･
併記する払
邦丸ま平かな.研かな使いとt,小 欧語零訳には片かな
を用い季ふ但し物TE乳 人名等は欧文の盲 ゝとする｡
写最,表及び団の祝明は欧文とすること｡図はF;1跳叉

は苛税方眼紙に町呼にtTi苫すること｡

動植物の学名のIfl二は -̀ を附ける (イーgリツタ作 ､′
となる)｡布鞄 ま片伐もをももtlる｡

数字はすべてアラビア数字をmい,'放血の叩仙まメー
トル法による｡畢位及び術語の略'字C13'は次の例による｡
m(メートル),cm'(七･/チメートル),mm(ミ･)メ-

1/JL),/I(ミクロン)I,m℡(平方メ一一トル),mS(立方

メートル).cc(J4.万七･/チメ｣トル),L(.)ツ7.)i)
g(グラム).kg(キp〆ラや),mg(ミリグラム)○(柄

親､ 定

氏姥),%(バーセyト),plI(水素イオン汲旺),hp
(#曙点),fp(凝rg.臥 mp(敵臥cal(カp1)-),
Fal(大力ワt)-).MIV(分･T･放),Ⅴ(ポルH,kV
(守.;ポル1.I).A(アンペア).ThA (ミ.)lT･/ヤア),
wh(ワット).Atm(旬I圧)I.N(規･ii')
句読 点 , カ ツ,lにt手1割を与える｡-イ7･/は区割の第枚の上に明項に普くこと｡文献には苛着払雄誌名
(雷名)..奄数.頁数,嘩号の唄に記し,聡掛こは-
(3'≠ツタ休)の下税をづけること｡

(1)∫.Cri昌tol:I..Am.CIjem.Soc..69,338(lM7)

本文中の引川文献都督はカツコをつけて田に小さく打
､く,文献は雅文の)IliF.･に通し節男･のPA'jlこ列記する｡

邦琴雄誌名は日本化学総隠 欧文雄琴称tChemiC･ll
Abstracts;13iologicalAl!stracts塊'Bの略称こ従う･
校正は初校に限り苛-者が行うことを広川lJとする｡
別刷は 50部贈呈する三それ以上の希望数に対しては

実費を申受ぐ｡

原稿の迭付には迭状を附し,発途年月日,連絡先･原稿

枚数.写罪及図X･数別刷希望数等を記入する｡

田柄校fEの郡法は苫田とし 投稿その他の連絡は下記

にする｡

方珊珊rai;(F]l!･(内北白川.茄都大学丑学部 /
･昆虫学Wr･兜3㌢ 内別段郎
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